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学会発表数

社会活動

大角晃弘・准教授
UNION Asian Pacific Region Scientific
Committee chair

UNION Asian Pacific Region

大角晃弘・准教授 日本公衆衛生学会代議員（地域別） 日本公衆衛生学会

大角晃弘・准教授 日本結核・非結核性抗酸菌症学会代議員 日本結核・非結核性抗酸菌症学会

大角晃弘・准教授
日本結核・非結核性抗酸菌症学会教育用
語委員

日本結核・非結核性抗酸菌症学会

大角晃弘・准教授 厚生科学審議会臨時委員 厚生労働省大臣官房厚生科学課

大角晃弘・准教授 日本国際保健医療学会代議員 日本国際保健医療学会

大角晃弘・准教授 東京都渋谷区感染症診査協議会委員 東京都渋谷区保健所

大角晃弘・准教授 東京都渋谷区学校結核対策委員会委員 東京都渋谷区教育委員会

慶長直人・教授 厚生科学審議会委員 厚生労働省大臣官房厚生科学課

大角晃弘・准教授 川崎市感染症対策協議会委員 川崎市保健所

慶長直人・教授 中野区感染症診査協議会委員 東京都中野区保健所

慶長直人・教授 運営委員 帝京大学アジア国際感染症制御研究所

御手洗　聡・教授 抗酸菌検査法検討委員会（委員長） 日本結核・非結核性抗酸菌症学会

御手洗　聡・教授 TBScience committiee member
Internationa Union Against Tuberculosis
and Lung Diseases

御手洗　聡・教授 薬剤耐性ワンヘルス動向調査検討会委員 厚生労働省

御手洗　聡・教授
Journal of Infection and Chemotherapy
編集委員・薬剤感受性検査法検討委員

日本化学療法学会

御手洗　聡・教授
国立感染症研究所外部精度管理事業企画
検討委員会委員

国立感染症研究所

御手洗　聡・教授 精度管理委員会委員 日本臨床微生物学会

御手洗　聡・教授 荒川区学校結核対策委員会委員 東京都荒川区教育委員会

御手洗　聡・教授 荒川区予防接種健康被害調査委員会委員 東京都荒川区

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

御手洗　聡・教授 荒川区感染症診査協議会委員 東京都荒川区
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慶長直人, 森本耕三：3.原因・併存疾患ごとの気管支拡張症の病態H.原発性線毛運動不全症（PCD）.. 気管

支拡張症Up to Date : 71-76, 2022.

御手洗 聡：結核―今も身近にある致死的伝染病. 日本の感染症 : 明らかにされたこと のこされた課題 : 44-
51, 2022.

御手洗 聡：抗酸菌検査─結核菌，非結核性抗酸菌ともに含む. 別冊「医学のあゆみ」結核と非結核性抗酸菌

症Up to Date――診断，治療，感染対策，発病予防 : 21-28, 2022.

御手洗 聡：基礎からわかる　結核診療ハンドブック. 基礎からわかる　結核診療ハンドブック : 189-194,
2022.

土方美奈子, 慶長直人：3.原因・併存疾患ごとの気管支拡張症の病態G.びまん性汎細気管支炎（DPB）.. 気
管支拡張症Up to Date : 67-70, 2022.

山田博之, 近松絹代, 青野昭男, 森重雄太, 御手洗 聡：Mycobacterium avium JCM登録9株のCryo-TEM観察によ

る基礎形態情報の比較検討. 結核 97(4): 148, 2022.

大角晃弘, 河津里沙, 李 祥任, 内村和広, 山口 梓：外国生まれ結核患者が治療中に帰国することを選択する背

景に関する簡易調査. 結核 97(4): 130, 2022.

大角晃弘：結核の統計2022を読む―結核低蔓延から結核０（ゼロ）を目指して―. 複十字 406: 4-6, 2022.

3



競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

分担

医療分野国際科学技術共同研究開発推進事
業　地球規模課題対応国際科学技術協力プ
ログラム
結核と鼻疽の制圧プロジェクト

慶長直人・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担

新興・再興感染症に対する革新的医薬品等
開発推進研究事業
難治性・多剤耐性結核に対する革新的治療
法の開発とその提供体制に関する総合的研
究

御手洗　聡・教授 GHIT Fund 代表

Viability & Value of the Lung Flute ECO
for Sputum Sample Collection  and
Tuberculosis Testing in  Vulnerable
Groups (3V Trial)- G2021-114R1

慶長直人・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

代表

新興・再興感染症研究基盤創生事業（海外
拠点活用研究領域）
結核コホート研究より得られた結核菌ゲノ
ム構造変異、可動遺伝因子とリピート配列
の役割と病原性

研　究　題　目

御手洗　聡・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

代表

新興・再興感染症に対する革新的医薬品等
開発推進研究事業
結核対策困難化要因に対する総合的基礎研
究

御手洗　聡・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(B)
非結核抗酸菌バイオエアロゾルの短・長距
離拡散と同感染症との関連解析

御手洗　聡・教授 厚生労働省 分担

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

新興・再興感染症及び予防接種政策推進研
究事業
わが国の病原体検査の標準化と基盤強化、
ならびに、公衆衛生上重要な感染症の国内
検査体制維持強化に資する研究

御手洗　聡・教授 厚生労働省 分担

新興・再興感染症及び予防接種政策推進研
究事業
結核対策推進に必要な基盤構築のための研
究

御手洗　聡・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

代表

医療分野国際科学技術共同研究開発推進事
業　戦略的国際共同研究プログラム(フィリ
ピン・アメリカ)
超多剤耐性結核菌同定プロジェクト:超多剤
耐性結核菌あるいはその前段階にある耐性
結核菌を特定する遺伝子マーカーの探索

御手洗　聡・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担

新興・再興感染症に対する革新的医薬品等
開発推進研究事業
難治性・多剤耐性結核に対する革新的治療
法の開発とその提供体制に関する総合的研
究

御手洗　聡・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担

新興・再興感染症に対する革新的医薬品等
開発推進研究事業
非結核性抗酸菌症の発生動向の把握及び病
原体ゲノム・臨床情報に基づいた予防・診
断・治療法に関する研究

御手洗　聡・教授 GHIT Fund 分担
Identification of novel dual-acting
bactericidal drug targets against
Mycobacterium tuberculosis.

御手洗　聡・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構
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その他
 非常勤講師

 新聞等に掲載された活動
氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日

活動内容の概要と
社会との関連

御手洗　聡・教授 がんがん常時換気が基本 山陽新聞 2022年7月30日
コロナ感染対策での空気感染
対策の重要性の説明

大角晃弘・准教授 非常勤講師 埼玉県立大学保健医療福祉学部

大角晃弘・准教授 非常勤講師 東海大学健康科学部

大角晃弘・准教授 非常勤講師 東海大学医学部

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

慶長直人・教授 非常勤講師 東京大学医学部

慶長直人・教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)
原発性線毛運動不全症の鼻粘膜RNA5'末端解
析を含む網羅的遺伝子発現解析と臨床病態

御手洗　聡・教授 カネカ M. abscessus検査キットの検出試験および菌株の提供

御手洗　聡・教授
日本ベーリンガーインゲルハイ
ム

複十字病院と日本ベーリンガーインゲルハイム株式会
社が実施する治験にかかる業務の一部（喀痰処理）

御手洗　聡・教授 東ソー
TRC法抗酸菌検査向けメーカーコントロールサーベイ試
料の調整

御手洗　聡・教授 インスメッド アミカシンMIC測定に関する業務

御手洗　聡・教授 東洋紡

慶長直人・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

分担

新興・再興感染症に対する革新的医薬品等
開発推進研究事業
非結核性抗酸菌症の発生動向の把握及び病
原体ゲノム・臨床情報に基づいた予防・診
断・治療法に関する研究

抗酸菌核検出法に関する研究

御手洗　聡・教授 Juvais
EBL-1003 for the treatment of NTM infections in
CF patients

御手洗　聡・教授 東洋紡
検査精度検証のための調査実施に使用する試料製造業
務

御手洗　聡・教授 東洋紡 抗酸菌群核検査前処理方法の検討

御手洗　聡・教授 AN2
EVALUATION OF EPETRABOROLE IN VITRO ACTIVITY
AGAINST MYCOBACATERIUM AVIUM COMPLEX ISOLATES
FROM JAPAN

御手洗　聡・教授 Paratek
Minimum inhibitory concentration evaluation of
Omadacycline and other affiliated drugs against
rapidly growing mycobacteria

御手洗　聡・教授 富士フィルム
銀増幅イムノクロマト法を用いた高感度結核迅速診断
薬の非HIV結核患者における臨床有用性に関する研究

御手洗　聡・教授 LSIメディエンス 結核診断薬の基礎検討に関する共同研究

御手洗　聡・教授 モンゴル 結核/糖尿病と次世代シークエンスの研究

御手洗　聡・教授 富士フィルム 結核診断薬タイプ2の臨床検体評価

御手洗　聡・教授 ヤンセンファーマ㈱ 結核菌検査業務

御手洗　聡・教授 ヤンセンファーマ㈱ 品質管理の手順書作成支援業務

御手洗　聡・教授 大塚製薬（株） デラマニドに係る耐性検査用培地の作製及び関連業務

御手洗　聡・教授 ㈱医学生物学研究所 抗酸菌核酸同定試薬の開発検討

慶長直人・教授 厚生労働省 分担
難治性疾患等政策研究事業
びまん性肺疾患に関する調査研究
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御手洗　聡・教授
コロナ 常時換気の徹底が基
本

長崎新聞 2022年6月12日
コロナ感染対策での空気感染
対策の重要性の説明

御手洗　聡・教授 コロナ 常時換気の徹底を 日本海新聞 2022年6月9日
コロナ感染対策での空気感染
対策の重要性の説明

御手洗　聡・教授 コロナ 常時換気 夏も徹底 愛媛新聞 2022年6月27日
コロナ感染対策での空気感染
対策の重要性の説明

御手洗　聡・教授 コロナ 常時換気で対策 中國新聞 2022年6月8日
コロナ感染対策での空気感染
対策の重要性の説明

御手洗　聡・教授 常時換気でコロナ防げ 高知新聞 2022年6月10日
コロナ感染対策での空気感染
対策の重要性の説明

御手洗　聡・教授
コロナ 対策に常時換気の徹
底

下野新聞 2022年6月7日
コロナ感染対策での空気感染
対策の重要性の説明

御手洗　聡・教授 常時換気の徹底が基本 東京新聞（夕刊） 2022年6月29日
コロナ感染対策での空気感染
対策の重要性の説明

御手洗　聡・教授
がんがん換気　コロナ防ご
う

宮崎日日新聞 2022年6月16日
コロナ感染対策での空気感染
対策の重要性の説明

御手洗　聡・教授 対策のかぎ「常時換気」 福島民報 2022年6月27日
コロナ感染対策での空気感染
対策の重要性の説明

御手洗　聡・教授 夏も常時換気 徹底を 京都新聞 2022年6月28日
コロナ感染対策での空気感染
対策の重要性の説明

御手洗　聡・教授 常時換気徹底で対策 千葉日報 2022年6月5日
コロナ感染対策での空気感染
対策の重要性の説明

御手洗　聡・教授 「がんがん常時換気」基本 岐阜新聞 2022年7月30日
コロナ感染対策での空気感染
対策の重要性の説明

御手洗　聡・教授 常時換気が対策の基本 福井新聞 2022年6月9日
コロナ感染対策での空気感染
対策の重要性の説明

御手洗　聡・教授 がんがん常時換気が基本 埼玉新聞 2022年6月15日
コロナ感染対策での空気感染
対策の重要性の説明

御手洗　聡・教授 夏場、常時換気の徹底を 南日本新聞 2022年6月7日
コロナ感染対策での空気感染
対策の重要性の説明

御手洗　聡・教授 対策は「常時換気の徹底」 神戸新聞 2022年6月20日
コロナ感染対策での空気感染
対策の重要性の説明
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